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１ まえがき  

現在実用化されている白色LEDは，青と黄

色の光を合わせることで白色を発している．そ

のため，赤色成分の不足による低演色性が欠点

として挙げられる．それに対し，光の三原色を

用いて白色を発する方法が提案されている．光

の三原色である青・緑・赤の中で赤色を発する

蛍光体は他の二色を発する蛍光体と比較し，発

光強度などの蛍光特性が劣るため，開発が求め

られている．蛍光体の種類として，希土類蛍光

体が広い分野で用いられており，その中でも，

アルミン酸塩を母体結晶とする蛍光体の特徴

は，各種希土類元素の付活によって様々な蛍光

特性の発現が報告されている点である．アルミ

ン酸塩の一種であるSrAl12O19も様々な蛍光特

性の報告がされており1)，Mn2+イオンを付活す

ることでプラズマディスプレイ用の蛍光体と

しても用いられている．しかしながら，

SrAl12O19自体の蛍光特性についての報告はほ

とんどない．アルミン酸塩の一般的な合成方法

として固相法が用いられるが，高温の反応プロ

セスが必要であり，生成物の組成も不均一であ

るなど，様々な問題点が存在する．ゾル-ゲル

法は液相反応のため生成物の均一性が高く，低

温度での合成が可能であり，SrAl12O19の合成

法として報告例もある2)．添加剤としてEuを用

いた蛍光体は多くの報告例があり，SrAl12O19

を母体結晶，Eu2+イオンを付活剤とした蛍光

体の報告もある1)．しかし，Eu2+イオンは還元

剤を用いてEu3+イオンからの還元が必要であ

る．Eu3+イオンをSrAl12O19に付活させた赤色

蛍光体の報告例は少なく，蛍光特性に及ぼす影

響についての報告例も少ない．本研究では，新

たな赤色蛍光体の開発のため，ゾル-ゲル法に

て合成したSrAl12O19自体の蛍光特性およびそ

の蛍光特性の向上を目的とし，合成時の焼成温

度やEu3+イオンを添加することによる蛍光特

性への影響について検討を行った．  

 

２ 実験方法および測定方法 

硝酸ストロンチウム3.34g，硝酸アルミニウム

九水和物11.48gおよび尿素27.30gをそれぞれ

加えた混合溶液40mLを調製した．初期Eu/Sr

原子比が0～0.06となるように酸化ユウロピウ

ムを添加後，80℃で16時間以上撹拌を行い，

ゲル状のEu3+付活アルミン酸ストロンチウム

を得た．この試料を水洗およびろ過した後，

400℃で2時間加熱，その後，管状炉を用いて，

1000～1400℃の空気雰囲気下で2時間焼成後，

粉砕を行い，Eu3+付活アルミン酸ストロンチ

ウムを得た．得られた試料のキャラクタリゼー

ションはX線回折装置（リガク製 Multi Flex）

を用いて行い，蛍光特性は分光蛍光光度計（日

立製 F-4500）を用いて検討した．得られた励

起・発光スペクトルの相対発光強度の算出には，

CaWO4に254nmの励起光を照射した際の

422nmの発光強度を用いた． 

 

３ 実験結果および検討 

図1に初期Eu/Sr原子比0において焼成温度

を変化させて得られた試料のX線回折図形を

示す．焼成温度1000℃では非晶質であるが，

1100℃以上では，主にJCPDSカード(26-976)

のSrAl12O19に一致するピークが得られた．し

かし，副生成物のAl2O3も確認された．得られ

た試料の蛍光特性を検討した結果，非晶質を示

した焼成温度1000℃の試料は蛍光特性を示さ

なかった．しかし，結晶性を示した焼成温度

1100℃以上の試料では，それぞれから同様の

蛍光特性が得られた．代表として，図2に初期

Eu/Sr原子比 0および焼成温度1400℃におい

て得られた試料の励起・発光スペクトルを示す．

励起波長300nmに対し，590nm,613nmおよび

680nm付近にピークが得られたことから、赤

色の発光を示すことが確認された．これより，  
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SrAl12O19自体が蛍光特性を持つことが示唆さ

れた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，初期Eu/Sr原子比0～0.06に変化さ

せ,1400℃で合成した試料のX線回折図形より，

初期Eu/Sr原子比0においては，副生成物の

Al2O3が確認されたが，初期Eu/Sr原子比0.02

において，Al2O3の生成を示すピーク強度は減

少し，0.04以上では副生成物は確認されず

SrAl12O19単一相が得られた．これより，Eu3+

イオンの添加によって，SrAl12O19単一相が得

られたことが確認された． 

図3にEu3+イオン添加の有無による発光ス

ペクトルの比較を示す．Eu3+イオンの添加よ

り，初期Eu/Sr原子比0において確認された各

発光ピークの強度が著しく増加したことが確

認された．しかし，新たな発光ピークは確認さ

れなかった．また，初期Eu/Sr原子比の変化に

伴う613nmの発光ピーク強度を比較した場合，

初期Eu/Sr原子比の増加に伴って発光ピーク

強度は増加し，初期Eu/Sr原子比0.04において

最大となり，それ以上では減少した．これより，

Eu3+イオンは母体結晶であるSrAl12O19の蛍光

特性を向上させる働きをする補助剤としての

役割を果たすことが示唆された．また，その最

適値は初期Eu/Sr原子比0.04であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ まとめ 

本研究では，Eu3+付活アルミン酸ストロンチ

ウム蛍光体のSrAl12O19の母体結晶自体の蛍光

特性およびEu3+イオンの添加が及ぼす蛍光特

性への影響について主に検討を行った結果，以

下の結果が得られた． 

1) Eu3+イオン無添加において，SrAl12O19を

母体結晶とした場合，焼成温度1000℃ま

では非晶質であり蛍光特性も示さないが，

1100℃以上では結晶性を示し，励起波長

300nmに対して赤色を示す複数の発光ピ

ークを示した． 

2) Eu3+イオンを添加した場合，焼成温度

1400℃において，無添加では副生成物

Al2O3が確認されたが，Eu3+イオンを添加

によりSrAl12O19 単一相が得られ，母体結

晶由来の各発光ピーク強度は大幅に増加

した． 
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図 2. 焼成温度 1400℃得られた蛍光体 

 の励起・発光スペクトル 

図 1. 焼成温度を変化させて得られた試料の 

 X線回折図形 

図3. 初期Eu/Sr原子比の変化によるSrAL12O19 

 蛍光体の発光スペクトル比較 
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